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Ⅰ 

活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

　

私
達
が
今
日
の
平
和
で
自
由
な
生
活
を
享
受
で

き
る
の
は
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
尊
い

犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
国
家
、
国

民
は
戦
没
者
に

対
し
て
尊
崇
と

感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

戦
没
者
を
祀

る
靖
国
神
社
へ

の
参
拝
に
つ
い

て
、
国
を
代
表

す
る
内
閣
総
理

大
臣
が
こ
れ
を

行
う
こ
と
は
極

め
て
当
然
で
あ

り
、
今
後
も
、

関
係
団
体
と
の

連
携
を
強
固
に

し
、
総
理
、
閣

僚
等
の
参
拝
の
定
着
化
を
図
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

　

戦
没
者
遺
族
へ
の
公
務
扶
助
料
等
は
、

国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
、

改
善
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
公
務
扶

助
料
等
の
重
要
性
と
そ
の
認
識
が
薄
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
特
に
次
期
特
別
弔
慰

金
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
改
善
見
直
し
が

な
さ
れ
る
よ
う
日
本
遺
族
会
等
と
の
連
携

を
図
り
、
総
力
で
取
り
組
む
。

三
、
組
織
継
承
へ
の
対
応

　

昭
和
二
十
六
年
に
設
立
さ
れ
、
歴
史
を

重
ね
て
き
た
徳
島
県
遺
族
会
は
、
英
霊
の

顕
彰
と
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
と
い

う
普
遍
の
使
命
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
終
戦
か
ら
七
十
八
年
余
が
経
過

し
、
国
民
の
九
割
が
戦
後
生
ま
れ
と
な
っ

た
今
日
、
組
織
の
中
核
で
あ
る
戦
没
者
遺

児
の
平
均
年
齢
は
約
八
十
三
歳
と
な
り
、

高
齢
化
は
否
め
な
い
。

　

喫
緊
に
し
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
組
織

継
承
、
次
の
世
代
へ
と
本
会
の
使
命
を
繋

　

第
三
十
二
回
理
事
会
は
令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
令
和
六
年

度
本
会
事
業
計
画
等
を
審
議
の
う
え
決
定
し
た
。

い
で
い
く
た
め
、
青
年
部
の
組
織
強
化
、
拡

大
を
行
う
。

四
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
の
活
動
促
進

　

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
は
戦
没
者
の
御
霊

を
慰
霊
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
心
に
刻
み
、

命
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
い
で

い
く
た
め
、
平
成
二
十
六
年
十
月
に
開
館
し

た
。
本
館
が
実
施
す
る
語
り
部
事
業
を
は
じ

め
、
教
育
機
関
等
と
連
携
し
た
平
和
学
習
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
来
館
な
ど

活
動
促
進
を
図
る
。

五
、
次
世
代
へ
の
語
り
継
ぎ

　

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
等
を
活
用
し
た
語

り
継
ぎ
事
業
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
青
年
部
世
代
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
、幅
広
い
世
代
に
事
業
参
加
を
呼
び
か
け
、

遺
族
会
活
動
を
継
承
し
て
い
く
。

Ⅱ 

事
業
計
画

一
、
戦
没
者
顕
彰
事
業

⑴
地
域
追
悼
式
、
慰
霊
祭
等
へ
の
参
列

　

県
内
各
地
（
二
十
四
市
町
村
）
で
開
催
さ

れ
る
追
悼
式
等
へ
参
列
す
る
。

⑵
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
及
び
靖
国

神
社
正
式
参
拝

　

日
時
：�

令
和
六
年
八
月
十
四
日
㈬

～
十
五
日
㈭
一
泊
二
日

　

場
所
：�

日
本
武
道
館
・
靖
国
神
社
ほ
か

　

注
：�

令
和
六
年
度
か
ら
派
遣
主
体
で
あ
る

県
庁
が
引
率
す
る
（
本
来
の
形
式
）。

⑶
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
開
館
十
周
年
記
念

「
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
」

　

日
時
：
令
和
六
年
九
月
十
四
日
㈯

十
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

　

場
所
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　

注
：�

約
三
五
〇
名
で
開
催
。
昼
食
会
あ
り

語り部事業のご案内（奇数月に開催）

●第93回　5月11日（土）13:30 ～ 14:30　戦没者記念館
	 「父の戦死と母 〜戦中、戦後の上分上山村〜」　粟飯原　明生　氏　（名西郡神山町）

氏は現在、神山町文化財保護審議会会長。また、上分地区遺族会会長として遺族会活動に御尽力いただいてい
ます。氏の御父上はフィリピン国ルソン島で戦没されており、「父なき日々～戦後の暮らし」「日本の近現代～
戦争がもたらすもの」など貴重なお話を伺います。

●第94回　7月13日（土）13:30 ～ 14:30　戦没者記念館
	 「大空に憧れ、大空に散った」　井花　昭文　氏　（海部郡海陽町）

氏の兄は、昭和20年４月16日に特別攻撃隊の一員として、知覧陸軍飛行場から出撃し、沖縄洋上にて米艦に突
入し、散華されました。尊い命について氏の思いが語られます。

●第95回　9月14日（土）10:30 ～ 11:30　徳島グランヴィリオホテル
	 松下　師一　氏　（板野郡松茂町）　郷土史家

氏には、「徳島県戦没者記念館－あしたへ－」の開館にあたって、郷土史家として一方ならぬ御尽力を頂きま
した。先の大戦を巡る貴重な御話を伺います。（記念館開館10周年事業）

令和6年9月14日（土）
徳島県戦没者遺族大会を開催（イメージ写真）
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⑷
第
五
十
七
回
沖
縄「
徳
島
の
塔
」慰
霊
参
拝

　

日
時
：�

令
和
六
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯

～
二
十
四
日
㈰
一
泊
二
日

　

場
所
：�
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘
ほ
か

　

注
：
青
年
部
事
業
と
し
て
開
催

⑸
春
の
靖
国
神
社
正
式
参
拝

　

日
時
：�

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
㈫

～
二
十
七
日
㈭
二
泊
三
日

　

場
所
：
靖
国
神
社
ほ
か

　

注
：�

関
東
地
方
に
お
い
て
千
羽
づ
る
奉
納

も
併
せ
て
実
施
。

⑹
語
り
部
事
業

　

英
霊
顕
彰
と
と
も
に
戦
時
の
記
憶
を
伝
承

す
る
た
め
、
奇
数
月
の
第
二
土
曜
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
語
り
部
事
業
を
実
施
す

る
。

⑺
慰
霊
友
好
親
善
事
業
、
遺
骨
帰
還
事
業
等

の
相
談
・
周
知

⑻
本
会
単
独
の
海
外
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て
は

廃
止
す
る
。

二
、
広
報
啓
発
事
業

⑴
徳
島
県
遺
族
会
会
報
の
発
行
、
県
内
配
布

　

年
間
四
回
（
一
月
・
四
月
・
七
月
・
十
月
）

本
会
会
報
を
発
行
し
、
本
会
役
員
、
事
務

局
等
を
通
じ
て
会
員
へ
配
布
を
行
う
（
発

行
部
数
は
約
八
千
七
百
部
）。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
る
情
報

発
信

三
、
遺
族
処
遇
改
善
等
事
業

⑴
全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

　

日
時
：
令
和
六
年
七
月
下
旬
（
東
京
）

⑵
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
及
び
国
会
陳
情

　

日
時
：�

令
和
六
年
十
二
月
中
旬
（
東
京
）

⑶
日
本
遺
族
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

日
時
：�

令
和
六
年
十
月
六
日
㈰
～
七
日
㈪

　

場
所
：
高
知
県
高
知
市 

⑷
長
寿
の
方
（
百
歳
）
へ
の
記
念
品
贈
呈

一
、
戦
没
者
記
念
館
運
営
事
業

⑴
戦
没
者
の
顕
彰

①
遺
影
展
示
台
で
の
顕
彰
を
進
め
る
。

②
令
和
六
年
度
に
お
い
て
、
展
示
台

の
増
設
を
計
画
す
る
。

⑵
語
り
部
事
業

開
催
月
を
変
更
し
ま
す

①
令
和
六
年
度
か
ら
は
、
奇
数
月
の

第
二
土
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
、
語
り
部
事
業
を
実
施
す
る
。

②
日
本
遺
族
会
が
進
め
る
「
平
和
の

語
り
部
事
業
」も
考
慮
し
な
が
ら
、

本
会
の
語
り
部
事
業
は
、
令
和
七

年
の
戦
後
八
十
周
年
、
令
和
八
年

の
本
会
七
十
五
周
年
な
ど
節
目
の

年
を
に
ら
み
、
息
の
長
い
事
業
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
。

⑶
特
別
企
画
展

①
第
十
七
回
特
別
企
画
展
（
令
和
六

年
七
月
～
八
月
に
開
催
予
定
）

「
身
近
に
あ
る
戦
争
～
徳
島
の
戦
跡

か
ら
～
」

②
第
十
八
回
特
別
企
画
展（
令
和
七
年
二
月
に
開
催
予
定
）

「
特
攻
隊
員
の
姿
と
心
～
知
覧
特
攻
平
和
会
館
パ
ネ
ル
展
」

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
会
の
運
営

　
　

記
念
館
の
土
日･

祝
日
の
運
営
は
、
引
き
続
き
各
市

郡
の
協
力
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
実
施
す

る
。
な
お
、
令
和
六
年
度
に
お
い
て
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
。

二
、
来
館
促
進
事
業

⑴
若
い
世
代
の
来
館
促
進
と
平
和
学
習
の
推
進

　
　

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
「
紙
芝
居
の
上
演
」「
啓

発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
」
等
を
行
い
、
平
和
学
習
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
来
館
促
進
に
務
め
る
。

⑵
広
報
活
動

　
　

本
会
会
報
の
活
用
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
、
積
極
的
に
広
報
活
動
を
行
う
。

三
、
第
十
回
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
内
中
学
生
が
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
自
ら
考
え
る

機
会
と
し
て
、
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
。
な

お
、
優
秀
作
品
は
、
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
に
お
い
て

表
彰
を
行
う
。

四
、
募
財
活
動

　

戦
没
者
記
念
館
の
運
営
の
た
め
、
募
財
活
動
を
継
続
す

る
。

記念館での語り部

各種行事、記念館の語り部事業、
慰霊巡拝等の最新の情報をお知
らせしています。
携帯・パソコンの検索欄に
徳島県遺族会  もしくは
徳島県戦没者記念館  と入力 

ホームページのアドレス
　URL　http://izokukai.jp/

携帯電話のバー
コードリーダー
で右記QRコード
を読み込んで下
さい。

ホームページ随時更新中!!

四
、
研
修
事
業

⑴
役
員
等
研
修
会

　

日
時
：
令
和
六
年
四
月
二
十
九
日
㈪

　

場
所
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　

注
：
二
百
名
強
で
開
催
。

⑵
そ
の
他

　

県
内
三
地
区
で
の
研
修
会
は
廃
止
す
る

（
青
年
部
研
修
会
の
開
催
を
行
い
、
一
般

会
員
の
参
加
も
促
進
す
る
）。

五
、
関
係
事
業

⑴
徳
島
県
護
国
神
社
主
催

①
み
た
ま
祭
り

　

日
時
：�

令
和
六
年
八
月
三
日
㈯～

四
日
㈰

②
平
和
祈
念
祭

　

日
時
：
令
和
六
年
八
月
十
五
日
㈭

③
神
恩
感
謝
祭

　

日
時
：
令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
㈯

④
例　

大　

祭

　

日
時
：
令
和
六
年
十
一
月
二
日
㈯

⑵
英
霊
に
こ
た
え
る
会
主
催

①
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議
（
総
会
）

　
　

�

令
和
六
年
七
月
一
日
㈪
十
時
三
十
分
～

開
催
予
定

②
全
国
統
一
行
動
の
街
宣
活
動

　
　

�

令
和
六
年
八
月
四
日
㈰
に
徳
島
繊
維
団

地
等
で
開
催
予
定

③
英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議

令
和
六
年
九
月
～
十
月
に
山
口
県
で
開

催
予
定

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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２　

青
年
部
の
具
体
的
な
取
組
み

①
令
和
六
年
四
月
二
十
九
日
㈪
役
員
等
研
修
会

　

�（
青
年
部
の
役
割
）
事
務
局
と
共
に
運
営
に

あ
た
る
。青
年
部
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
う
。

②
令
和
六
年
八
月
三
日
㈯
護
国
神
社
み
た
ま
祭
り

　

�（
青
年
部
の
役
割
）
運
営
補
助
な
ど
奉
仕
活
動

③
令
和
六
年
八
月
十
四
日
㈬
～
十
五
日
㈭
全
国
戦

没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

　

�（
青
年
部
の
役
割
）
部
員
有
志
が
参
加
す
る
。

④
令
和
六
年
九
月
十
四
日
㈯
徳
島
県
戦
没
者
遺

族
大
会

　
�（

青
年
部
の
役
割
）
企
画
運
営
、
会
場
設
営
、

来
賓
接
遇
、
司
会
な
ど
全
般
を
担
う
。

⑤
令
和
六
年
十
一
月
二
日
㈯
護
国
神
社
例
大
祭

　

�（
青
年
部
の
役
割
）
前
週
日
曜
日
、
当
日
早
朝
の

奉
仕
を
は
じ
め
祭
事
補
助
を
行
う
。

⑥
令
和
六
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯
～
二
十
四
日
㈰

　

沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

　

�（
活
動
内
容
）
青
年
部
役
員
を
数
名
派
遣
し
、

慰
霊
祭
の
斎
行
を
行
う
。

⑦
令
和
六
年
十
二
月
中
下
旬　

青
年
部
忘
年
会

の
開
催
（
予
定
）

⑧
令
和
七
年
二
月
八
日
㈯
～
九
日
㈰
日
本
遺
族
会

女
性
部
・
青
年
部
〈
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
〉
を
本
県
で
開
催
す
る
。

⑨
通
年
の
取
組
み
等

◦
定
期
的
に
役
員
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
に

努
め
る
。

◦
記
念
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続
す
る
（
毎
月

末
の
二
日
間
）。

◦
父
の
像
（
徳
島
中
央
公
園
）
の
清
掃
を
適
宜

行
う
。

　徳島県遺族会は、先の大戦で最愛の肉親を失った悲しみを乗り越え、悲惨な戦争を繰り返さないことを固く誓い、
昭和26年（1951年）の創立以来、一貫して平和を求めて活動を続けています。
　今後も史実を語り継ぎ、平和な日常を求めていくため、戦没者の孫・ひ孫の世代を中心に「青年部」を発足しています。
さらに活動の輪を拡げていくため、メンバーを募集します。
　直接のご遺族でなくても参加可能です！！

青年部への登録方法
※登録は無料です。随時、各種行事の案内が届きます。
※参加してみたい行事や活動に無理のない範囲で気軽にご参加ください。
※右記のＱＲコードを読み取っていただくと、ホームページで概要がわかります。

活動内容
※全国戦没者追悼式、沖縄「徳島の塔」慰霊祭への参列
※語り部事業、小中学生への平和学習、研修会への参加
※他県遺族会との交流会、徳島県護国神社祭事（例大祭）への参列など

沖縄「徳島の塔」慰霊祭全国戦没者追悼式 県遺族会研修会

【青年部の声】
◦�戦死した祖父の戦跡をはじめて知りました。どんなに辛い気持ちで亡くなったのかと思います。祖父のお陰で今の自分たち
がいられると感謝の気持ちで一杯です。（40代女性）
◦�戦争は絶対に起こしてはならないと改めて思います。一度始まると終わらせるのは難しい。子どもたちに伝えて行きたいと
思います。（40代男性）

お問合せは、お気軽に

徳島県遺族会事務局まで

☎ 088-636-3212

１　

本
年
度
青
年
部
活
動
の
柱

①
平
和
の
語
り
部
活
動

　

平
和
の
語
り
部
活
動
は
、
日
本
遺
族
会
を

は
じ
め
全
国
の
遺
族
会
が
取
り
組
む
組
織

継
承
計
画
の
重
点
事
項
で
あ
る
。
本
会
が

培
っ
て
き
た
「
語
り
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を

基
に
、
小
中
学
校
で
青
年
部
員
が
講
師
を

務
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

②
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
開
館
十
周
年
記
念

「
徳
島
県
戦
没
者
遺
族
大
会
」

　

日
時
：
令
和
六
年
九
月
十
四
日
㈯

　
　
　
　

十
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

　

場
所
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　

�

青
年
部
十
周
年
を
記
念
し
、
遺
族
大
会
の

企
画
運
営
、
会
場
設
営
、
来
賓
接
遇
、
司

会
な
ど
全
般
を
青
年
部
が
担
う
。

③
第
五
十
七
回
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
慰
霊
参
拝

　

日
時
：
令
和
六
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯

～
二
十
四
日
㈰

　

場
所
：
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

　

�

令
和
六
年
度
も
、
沖
縄
慰
霊
巡
拝
を
青
年

部
事
業
と
し
て
位
置
付
け
る
。

　

�

青
年
部
役
員
の
中
か
ら
数
名
を
派
遣
し
て
慰

霊
祭
を
斎
行
す
る
と
と
も
に
、
令
和
六
年
度

か
ら
は
一
般
ご
遺
族
の
募
集
を
行
う
。

④
青
年
部
員
間
の
連
携

　

�

県
内
や
近
県
へ
の
親
睦
旅
行
を
行
う
な

ど
、
青
年
部
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
。
ま
た
、
中
国
四
国
、
近
畿
等
の

青
年
部
と
の
交
流
を
進
め
、
横
の
連
携
を

強
化
す
る
。

徳島県遺族会　青年部メンバー募集
戦没者とその時代を学び、平和について一緒に考えましょう

本
年
度
で
青
年
部
結
成
十
周
年
で
す
!

令
和
六
年
度
の
青
年
部
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た『
気
軽
に
御
参
加
を
』
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会
の
海
外
慰
霊
巡
拝
、
遺
骨
収
集
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
展
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

な
お
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
夏
の
特
別
企
画
展
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
を
見
送
っ
て
い
る
。

紙
芝
居
・
平
和
学
習
（
女
性
部
）

　

女
性
部
は
、「
白
梅
学
徒
隊　

き
く
さ
ん
の
沖
縄
戦
」「
瞳
の

中
の
子
ど
も
た
ち（
長
崎
原
爆
）」「
ま
っ
黒
な
お
べ
ん
と
う（
広

島
原
爆
）」
と
い
う
三
種
類
の
紙
芝
居
を
使
っ
て
、
団
体
来
館

者
に
紙
芝

居
を
上
演

し
、
平
和

学
習
に
努

め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ

禍
前
の
令

和
元
年

（
二
〇
一
九

年
）
に
は
、

中
学
校
の

生
徒
な
ど

を
対
象
に
年
間
二
十
件
を
こ
え
る
上
演
数
を
数
え
た
。

　

今
後
は
、コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
多
数
の
小
中
学
校
の
来
館（
校

外
学
習
・
遠
足
な
ど
）
が
望
ま
れ
、
各
地
区
の
遺
族
会
役
員
は
、

役
所
や
学
校
関
係
者
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

徳
島
新
聞
賞

　

戦
没
者
記
念
館
に
お

け
る
戦
没
者
顕
彰
、
戦

争
関
連
史
料
の
展
示
、

平
和
学
習
の
拠
点
、
語

り
部
事
業
に
よ
る
戦
争

体
験
の
伝
承
な
ど
が
認

め
ら
れ
、
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
年
）
六
月

に
徳
島
県
遺
族
会
は
徳
島
新
聞
社
賞
（
特
別
賞
）
を
受
賞
し
た
。

徳
島
新
聞
賞
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）
か
ら
続
く
、
歴

史
あ
る
賞
で
あ
る
。

開
館
時
の
概
要

木
造
平
屋
二
百
六
十
七
・
八
九
㎡

総
事
業
費
約
九
千
三
百
万
円

掲
示
お
写
真
七
千
四
百
柱

大
東
亜
戦
争
の
パ
ネ
ル
二
十
四
枚
展

示
・
戦
没
者
遺
品
展
示
・
約
一
千
冊

の
戦
争
関
連
書
籍
な
ど

語
り
部
事
業

　

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
た
め
、
記

念
館
開
館
日
に
第
一
回
語
り
部
（
講

師
：
中
山
き
く
氏
）
を
開
催
。
以

後
、
語
り
部
事
業
は
講
師
を
変
え
な

が
ら
、
毎
月
第
二
土
曜
日
（
十
三
時

三
十
分
～
十
四
時
三
十
分
）
に
開
催
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令

和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
二
月
の
第

六
十
五
回
以
降
、
一
時
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。

　

約
二
年
の
休
止
期
間
を
経
て
、
令

和
四
年
一
月
、
第
六
十
六
回
か
ら
毎

月
の
語
り
部
事
業
を
再
開
。
令
和

六
年
（
二
〇
二
四
年
）
三
月
で
第

九
十
二
回
と
な
る
。（
累
計
観
客
数

は
約
四
千
六
百
人
）

　

令
和
六
年
度
か
ら
の
語
り
部
事
業

は
、
隔
月
（
奇
数
月
）
の
第
二
土
曜
日
の
開
催
と
し
、
出
来
る

限
り
継
続
し
て
開
催
す
る
方
針
と
な
っ
た
。
ま
た
、
全
国
の
遺

族
会
で
も
「
平
和
の
語
り
部
事
業
」
に
令
和
五
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
方
針
で
あ
る
。

特
別
企
画
展

　

記
念
館
開
館
一
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
年
）
一
月
に
、
第
一
回
特
別
企
画
展
「
従
軍
カ
メ

ラ
マ
ン
小
柳
次
一
写
真
展
」
を
、
記
念
館
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
。

　

以
後
、
毎
年
、
夏
展
（
七
～
八
月
）、
冬
展
（
一
～
二
月
）

を
開
催
。
企
画
展
の
内
容
は
、
沖
縄
戦
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
、
本

　

令
和
六
年
秋
、
戦
没
者
記
念
館
は
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
の
御
遺
影
の
掲
示
数
は
、
約
八
千
二
百
柱
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
約
五
万
八
千
人
の
方
に
御
来
館
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。（
令
和
六
年
三
月
末
）

　

十
年
の
記
念
館
活
動
を
振
り
返
り
、そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
記
念
館
活
動
は
続
け
て
参
り
ま
す
。

建
設
ま
で

平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
年
）十
月

　

遺
族
の
高
齢
化
が
進
む
中
、「
今
の
う
ち
に
戦
没
者
の
遺
影

を
一
堂
に
集
め
て
は
ど
う
か
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
協
議

を
開
始
。（
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
一
時
協
議
中
断
）

平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
年
）九
月

　

戦
没
者
記
念
館
建
設
奉
賛
会
を
設

立
し
、
お
写
真
の
募
集
（
寄
附

一
万
円
）
を
は
じ
め
る
。

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）九
月

　

記
念
館
の
建
築
工
事
（
施
工
㈱
光

建
設
）
に
着
工
し
、
平
成
二
十
六

年
（
二
〇
一
四
年
）
四
月
に
竣
工

祭
を
斎
行
。

開　

館

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
十

月
五
日

　

開
館
記
念
式
典
を
挙
行
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第
十
七
回
特
別
企
画
展

　
「
身
近
に
あ
る
戦
争
〜
徳
島
の
戦
跡
か
ら
〜
」

■
開
催
期
間

　

令
和
六
年
七
月
二
十
七
日
（
土
）
~
八
月
二
十
五
日
（
日
）

■
協　
　

力

　

一
般
社
団
法
人
徳
島
新
聞
社
、
徳
島
県
内
各
地
区
遺
族
会

■
概　
　

要

　

徳
島
新
聞
社
で
は
、
徳
島
県
内
の
戦
跡
を
写
真
や
動
画
で
ま

と
め
た
「
と
く
し
ま
戦
争
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
制
作
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
に
よ
り
、"
物
言
わ
ぬ
語
り
部
"

を
保
存
す
る
こ
と
で
悲
惨
な
戦
禍
の
記
憶
継
承
や
、
学
校
現
場

で
の
平
和
学
習
に
役
立
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、"
戦
争
は
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
だ
"
と
学
ん
で
も
ら

う
た
め
、
県
内
遺
族
会
が
保
有
す
る
慰
霊
塔
、
忠
魂
碑
の
記
録

を
紹
介
し
ま
す
。

第
十
八
回
特
別
企
画
展

「
特
攻
隊
員
の
姿
と
心
〜
知
覧
特
攻
平
和
会
館
パ
ネ
ル
展
〜
」

■
開
催
期
間

　

令
和
七
年
二
月
（
予
定
）

■
共
同
主
催

　

徳
島
県
（
予
定
）

■
協　
　

力

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館

■
概　
　

要

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
に
お
い

て
、
航
空
特
攻
作
戦
に
よ
り
散
華
さ
れ
た
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
員

一
千
三
十
六
名
の
遺
影
や
遺
書
、
遺
品
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

航
空
特
攻
と
は
、
主
と
し
て
爆
弾
を
装
着
し
た
航
空
機
に
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
搭
乗
し
た
ま
ま
、敵
の
艦
船
に
体
当
た
り
す
る「
必

死
」
の
作
戦
で
す
。
亡
く
な
っ
た
特
攻
隊
員
は
平
均
年
齢
が

二
十
一
・
六
歳
の
若
者
で
し
た
。
本
特
別
企
画
展
で
は
、「
十
死

零
生
」
の
空
に
飛
び
立
っ
た
特
攻
隊
員
た
ち
の
姿
、
言
葉
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
議
（
代
表
：
山
田

隆
生
理
事
）」
の
全
面
的
な
協
力

を
い
た
だ
き
、
往
時
の
貴
重
な
写

真
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
立
博
物
館
か
ら

は
「
焼
夷
弾
」
な
ど
の
実
物
資
料
、

徳
島
新
聞
社
か
ら
は
「
映
像
記
録

～
ふ
る
さ
と
を
焼
き
尽
く
し
た
劫

火
～
」
を
貸
与
い
た
だ
き
、
企
画

展
の
充
実
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
没
者
記
念
館
で
は
、
今
後
も

多
様
な
視
点
か
ら
特
別
企
画
展
を

開
催
し
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て

参
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ご
来
館
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

戦
後
七
十
九
年
を
迎
え
よ
う
と

す
る
現
在
、
戦
争
の
記
憶
は
薄
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

徳
島
県
も
戦
争
の
惨
禍
に
見
舞

わ
れ
、
徳
島
大
空
襲
を
は
じ
め
と

す
る
幾
度
に
も
わ
た
る
空
襲
に
よ

り
、
戦
後
は
誠
に
厳
し
い
環
境
か

ら
の
再
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
企
画
展
は
、
当
時

の
写
真
で
そ
の
実
相
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
往
時
の
徳
島
の
様
子
、

人
々
の
暮
ら
し
を
お
伝
え
し
た
も

の
で
す
。

　

開
催
期
間
は
、
令
和
六
年
二
月

一
日
（
木
）
か
ら
二
月
二
十
九
日

（
木
）
ま
で
の
一
か
月
間
で
あ
り
、

期
間
中
の
来
館
者
数
は
一
千
二
百

人
を
超
え
、
戦
争
に
対
す
る
市
民

の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
企
画
展
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、「
歴
史
と
文
化
の

▶ 来館者のお声
・今ある平和な日本をつくってくれたのは命をかけて戦ってくれた方々のおかげだと改めて思いました。外国で

は今も戦争をしていますが、どうか早く終わりますように。一緒に来館した子供も何か感じることや思うこと
があったようで良かったです。（30代・女性）

・戦争で亡くなった人たちの写真がたくさん飾ってあった。僕達も精一杯頑張ろうと思いました。（10代・男性）
・今生きている環境がいかに幸せか痛感しました。生きていることが最近しんどいと思っていましたが、自分の

命を大切にしてこれからも頑張ろうと思いました。このような経験をできる様な場を設けてくださり、ありが
とうございます。（20代・男性）

・自分が住んでいる徳島県の戦争の歴史を知るために来館しました。実際に展示されている遺品を見て戦争の
生々しさやむごさが伝わってきました。中学生や高校生の頃に学んだ歴史の授業の大切さも改めて感じました。

（20代・女性）
・祖父の遺影があるため毎年参拝しております。このような戦争に関する展示があることを県民の方々にもっと

知ってもらい、現在の平和が容易に出来たのではないことを知って欲しい。（50代・女性）

戦没者記念館だより — 写真展示数　8,183 柱　（R6.3.31 現在）—

第
十
六
回
特
別
企
画
展

﹁
徳
島
大
空
襲
展
~
戦
時
と
は
~
﹂を
開
催
し
ま
し
た

令
和
六
年
度
特
別
企
画
展
の
予
定
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遺
児
へ
の
青
年
部
付
添
者
に

対
す
る
補
助
が
開
始
さ
れ

た
。

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
は
令

和
七
年
度
を
も
っ
て
終
了
す

る
予
定
で
あ
り
、
よ
り
多
く

の
青
年
部
員
に
付
添
参
加
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報

活
動
に
注
力
す
る
。

③
遺
骨
収
集
事
業
へ
の
参
加

　

遺
骨
収
集
は
、「
国
の
責

務
」
と
し
た
遺
骨
収
集
推
進

法
の
集
中
実
施
期
間
が
令
和

十
一
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

　

青
年
部
員
が
、
密
林
や
洞

窟
な
ど
厳
し
い
気
候
環
境
の

下
、
過
酷
な
収
容
作
業
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
戦
没
者
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
、
改
め

て
遺
族
会
活
動
の
必
要
性
を

感
じ
る
よ
う
促
す
。

④
青
年
部
独
自
の
研
修
会
実

施
等

　

青
年
部
組
織
を
設
立
し
た

支
部
は
四
十
支
部
で
あ
る
。

昨
年
度
ま
で
に
青
年
部
の
各

種
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
各

支
部
の
活
動
や
悩
み
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
後
継
者
と
し

て
更
な
る
意
識
の
高
ま
り
も

み
ら
れ
た
。

　

令
和
六
年
度
は
、
女
性
部

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
青
年

部
と
女
性
部
共
同
の
ブ
ロ
ッ

ク
別
研
修
会
を
企
画
す
る
。

部
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
各
地
で
研
修
会
等
を
企

画
し
、
本
事
業
の
意
味
の
周

知
を
図
る
。

⑵
青
年
部
育
成
・
拡
大
の
具

体
策

①
﹁
見
る
、
聞
く
、
体
験
す

る
﹂
機
会
の
提
供
（
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
作
戦
）

　

青
年
部
の
育
成
・
拡
大
の

た
め
に
は
、「
※
青
年
部
の

七
つ
の
柱
」
に
根
差
し
た
地

道
な
活
動
が
大
変
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
遺
族
会
活
動
に

参
加
し
た
い
と
思
う
た
め
の

「
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
体

験
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

そ
の
最
た
る
も
の
が
、
国
内

外
の
旧
戦
域
で
の
慰
霊
巡

拝
、
遺
骨
収
集
事
業
や
青
年

部
研
修
会
へ
の
参
加（
体
験
）

で
あ
る
。

※
青
年
部
の
七
つ
の
柱

①
慰
霊
碑
等
の
清
掃
②

各
追
悼
式
へ
の
参
加
③
慰

霊
巡
拝
へ
の
参
加
④
遺
骨

収
集
へ
の
参
加
⑤
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｎ
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
連
携
し

戦
争
遺
品
の
販
売
禁
止
と

遺
品
の
返
還
を
求
め
る
⑥

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
の
世

論
喚
起
⑦
語
り
部
の
継
承

②
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
へ
の
付
添

参
加
の
促
進

　

令
和
五
年
度
か
ら
戦
没
者

と
す
る
法
律
の
趣
旨
と
、
組

織
を
支
え
る
活
動
費
の
源
で

あ
る
点
に
鑑
み
、
必
ず
や
継

続
し
、
加
え
て
増
額
と
な
る

よ
う
、
全
国
一
丸
と
な
っ
て

陳
情
運
動
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
改
め
て
特
別
弔
慰

金
の
制
度
を
学
ぶ
勉
強
会
を

全
国
各
地
域
で
実
施
す
る
。

　

な
お
、
支
給
要
件
（
戦
没

者
と
の
一
年
以
上
の
生
計
関

係
）
の
緩
和
に
向
け
、
引
き

続
き
運
動
を
展
開
す
る
。

②
﹁
平
和
の
語
り
部
事
業
﹂

　

特
別
弔
慰
金
と
共
に
、
本

計
画
の
柱
で
あ
る
「
平
和
の

語
り
部
」
は
、
そ
の
重
要
性

が
認
め
ら
れ
、
令
和
六
年
度

よ
り
国
の
新
規
補
助
事
業
と

な
り
、
新
た
に
二
千
五
百
万

円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

つ
い
て
は
、
通
年
で
語
り

語
り
部
」
で
あ
る
。　

　

今
後
、本
会
の
活
動
は「
平

和
を
伝
承
す
る
こ
と
」
に
集

約
さ
れ
、
ご
遺
骨
収
集
、
慰

霊
碑
の
維
持
管
理
、
戦
没
者

の
遺
留
品
返
還
は
も
と
よ

り
、「
国
は
戦
没
者
を
忘
れ

な
い
」
と
す
る
特
別
弔
慰
金

の
継
続
運
動
も
含
ま
れ
る
。

そ
の
極
み
は
、
国
を
代
表
す

る
総
理
閣
僚
は
じ
め
、
国
民

の
代
表
た
る
国
会
議
員
の
靖

国
神
社
参
拝
で
あ
り
、
そ
の

意
義
を
粘
り
強
く
説
き
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
六
年
度
の
重
点
項
目

一
、
組
織
の
拡
充
強
化

⑴
組
織
継
承
三
カ
年
計
画
の

実
行

　

本
計
画
は
特
別
弔
慰
金
の

継
続
を
確
実
と
し
、
同
時
に

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
る
「
平
和
の
語
り

部
」
を
全
国
各
地
で
行
う
中

で
、
青
年
部
へ
組
織
継
承
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
六

年
度
の
取
り
組
み
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

①
特
別
弔
慰
金

　

本
計
画
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
特
別
弔
慰
金
は
、
令
和
七

年
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
。

「
国
は
戦
没
者
を
忘
れ
な
い
」

　

先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ

た
三
百
十
万
余
の
人
々
は
、

そ
の
お
一
人
お
一
人
が
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
、
家
族

や
友
人
に
と
っ
て
夢
や
希
望

で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
戦
没
者
遺
族
が
最

も
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ

の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
る
こ

と
、
つ
ま
り
犠
牲
を
忘
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
戦
争

へ
の
道
に
つ
な
が
る
こ
と
で

あ
る
。

　

戦
後
七
十
八
年
が
経
過

し
、
国
民
の
大
多
数
が
戦
後

生
ま
れ
、
戦
争
の
記
憶
は
風

化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・

パ
レ
ス
チ
ナ
と
ガ
ザ
の
状
況

を
見
て
も
、
戦
争
の
歴
史
は

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
我
が

国
に
と
っ
て
も
対
岸
の
火
事

で
は
な
く
、
今
そ
こ
に
あ
る

危
機
だ
。

　

本
会
の
活
動
の
根
幹
は
一

貫
し
て
「
英
霊
顕
彰
」
で
あ

る
。「
英
霊
顕
彰
」
と
は
、

祖
国
の
安
寧
と
家
族
の
幸
せ

を
思
い
散
華
さ
れ
た
御
霊
を

忘
れ
な
い
こ
と
で
、
二
度
と

戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な

い
思
い
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
「
平
和
の

序　

文

　

昨
年
「
戦
後
八
十
年
に
向

け
た
組
織
継
承
三
カ
年
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
、
い
ま
組
織
を
継
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
理
由
は
、
二
度
と
戦
争

の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、
戦
争
の
痛
み
を
伝
え

る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
役
割
が
遺
族
会
に
課
せ

ら
れ
た
意
味
は
、
戦
争
で
愛

し
い
肉
親
を
失
い
、
人
生
そ

の
も
の
を
大
き
く
揺
る
が
さ

れ
た
遺
族
の
記
憶
は
、
貴
重

な
教
訓
で
あ
り
、
犠
牲
と

な
っ
た
人
の
存
在
を
忘
れ
な

い
と
す
る
魂
の
叫
び
で
あ

り
、
多
く
の
人
の
胸
に
響
く

か
ら
で
あ
る
。

〈
日
本
遺
族
会
〉　

〈
日
本
遺
族
会
〉　

令
和
六
年
度
事
業
計
画

令
和
六
年
度
事
業
計
画

水落会長あいさつ

早春の靖国神社
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令
和
六
年
度
実
施
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
い
募
集
案
内
は
、
四
月
二
十
九
日
の
本
会
役
員
等
研
修

会
で
配
布
予
定
で
す
。

参
加
費

①
遺
児
は
十
万
円
（
国
内
交
通
費
は
別
途
個
人
負
担
）

②
付
添
者
と
し
て
参
加
す
る
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、
甥
、
姪
等

の
旅
費
（
実
費
）
は
、
三
分
の
一
が
補
助
さ
れ
ま
す
の
で
、

青
年
部
世
代
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
目
情
報

　

本
事
業
は
、
実
質
的
に
令
和
六
年
度
が
最
終
の
募
集
と
な
り

ま
す
。

　

終
戦
八
十
年
と
な
る
令
和
七
年
度
は
「
洋
上
慰
霊
」
及
び

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」

に
限
定
し
て
実
施
予
定
で
あ
り
、
そ

の
他
の
国
・
地
域
に
つ
い
て
は
実
施

さ
れ
な
い
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
七
年
度
の
洋
上
慰
霊

等
を
最
後
に
「
遺
児
の
慰
霊
友
好
親

善
事
業
は
廃
止
」
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

遺
児
の
方
で
、
こ
の
慰
霊
友
好
親

善
事
業
に
参
加
希
望
の
方
は
、
令
和

六
年
度
事
業
へ
の
参
加
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
徳
島
県
保
健
福
祉
政
策
課

　
（
電
話
０
８
８
︱
６
２
１
︱
２
１
７
０
）
ま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
参
加
資
格

実
施
地
域
で
の
戦
没
者
の
遺
族

◦
戦
没
者
の
配
偶
者
（
内
再
婚
し
た
者
を
除
く
）、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配

偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪

◦
長
旅
の
旅
行
及
び
現
地
の
気
候
風
土
に
耐
え
ら
れ
る

方
（
内
定
後
に
診
断
書
が
必
要
）

◦
介
助
者
の
同
行
（
身
体
の
一
部
に
不
自
由
が
あ
る
場
合

は
、
家
族
等
介
助
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
）

実施地域名 実施予定時期 申込〆切
1 カザフスタン共和国 ８月20日（火） ～ ８月28日（水）４月22日（月）
2 東部ニューギニア ８月26日（月） ～ ９月３日（火）４月26日（金）
3 モンゴル国 ９月４日（水） ～ ９月11日（水）５月７日（火）
4 インドネシア（１班・２班） ９月４日（水） ～ ９月13日（金）５月10日（金）
5 北ボルネオ ９月27日（金） ～ 10月４日（金）５月24日（金）
6 ソロモン諸島 10月３日（木） ～ 10月11日（金）６月４日（火）
7 ウズベキスタン共和国 10月17日（木） ～ 10月25日（金）６月17日（月）

8
フィリピン（第1次）（1班）

11月20日（水） ～ 11月29日（金）７月５日（金）
フィリピン（第1次）（2班）

9 硫黄島（第1次） 11月中旬 ７月中旬
10 マリアナ諸島 12月６日（金） ～ 12月13日（金）８月２日（金）

11
フィリピン（第2次）（1班）

２月19日（水） ～ ２月28日（金）10月９日（水）
フィリピン（第2次）（2班）

12 硫黄島（第2次） ２月中旬 10月下旬
13 ミャンマー ３月上旬 未定
※参加費用の目安は、海外地域は250,000円～ 460,000円、硫黄島は11,000円です。

令
和
六
年
度
海
外
慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
主
催

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度 

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業（
日
本
遺
族
会
）に
つ
い
て

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業（
日
本
遺
族
会
）に
つ
い
て

１．目　　的
　先の大戦で、本県出身者は約３万４千人が犠牲となっています。平和の尊さを見つめ直し、正しく継
承していくため、中学生を対象に平和作文コンクールを実施します。
２．募集規定
　（1）募集期間
　　　令和６年４月15日（月）～令和６年７月17日（水）（必着）
　（2）募集対象者
　　　徳島県在住の中学生
　（3）応募規定
 作文のテーマ（例）
 　○戦争と平和について　　○平和学習で学んだこと
 　○徳島県戦没者記念館を見て
 　○ 戦争体験者の話を聞いて（徳島大空襲・戦地の記憶・戦

後の暮らしなど）
  原稿用紙に作文を書き、（４）の応募先へ郵送又は持参すること。
 ・原稿用紙は400字詰め・縦書き・２枚程度
 ・題名、学校名、学年、氏名（フリガナ）を記入のこと（欄外で

も良い）
　（4）応募先
　　　　徳島県保健福祉部保健福祉政策課
　　　　〒770-8570 徳島市万代町1－1　県庁2階
　　　　電話　088-621-2170

３．審査・表彰
　　・ 審査員により最優秀作品、優秀作品を選定しま

す。
　　・最優秀賞（１名）……賞状・図書カード１万円
　　・優秀賞（２名程度）…賞状・図書カード５千円
　　○ 最優秀賞、優秀賞の方には令和６年９月14日

（土）徳島県戦没者遺族大会で賞状授与を行い
ます。

　　○ 最優秀賞作品は、賞状授与会場において作者に
よる朗読を行っていただきます。

４．主催・後援
　　主催　徳島県・徳島県遺族会

後援　徳島県教育委員会

実施地域 実施時期 募集人員
1 旧ソ連※ 令和６年８月上旬 40人
2 旧満州※ 令和６年８月下旬 40人
3 ボルネオ・マレー半島 令和６年８月下旬 40人
4 トラック諸島 令和６年９月上旬 20人
5 パラオ諸島 令和６年９月上旬 20人
6 西部ニューギニア 令和６年９月中旬 40人
7 マリアナ諸島 令和６年10月上旬 40人
8 東部ニューギニア 令和６年10月中旬 42人
9 ビスマーク諸島 令和６年10月中旬 40人
10 インド 令和６年11月上旬 30人
11 フィリピン（1次） 令和６年11月上旬 120人
12 ソロモン諸島 令和６年11月下旬 40人
13 台湾・バシー海峡 令和７年１月中旬 40人
14 西部ニューギニア（特定地域）令和７年２月上旬 36人
15 東部ニューギニア（特定地域）令和７年２月中旬 36人
16 ミャンマー（特定地域）※ 令和７年２月下旬 36人
17 マーシャル・ギルバー卜諸島 令和７年３月上旬 40人
18 フィリピン（2次） 令和７年３月中旬 120人
19 中国※ 令和７年３月下旬 80人

※ 旧ソ連、旧満州、ミャンマー、中国は実施が難しい状況。

第10回　平和作文コンクール　作品募集（中学生対象）
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ん
と
枯
葉
剤
を
散
布
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
本

人
も
戦
時
は
こ
ん
な
に
悲
劇

的
な
も
の
だ
と
は
知
ら
ず
、

深
く
傷
つ
い
て
お
り
ま
し

た
。室
長
か
ら「
日
本
に
帰
っ

た
ら
勉
強
し
て
、
い
つ
か
は

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
現
地

を
見
て
戦
争
の
悲
劇
さ
を
伝

え
な
さ
い
、
感
じ
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
の
が
四
十
三
年

前
の
話
で
す
。

　

そ
れ
以
降
、
私
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
の
出
向
中
を
は
じ

め
、
東
南
ア
ジ
ア
に
何
度
も

足
を
運
び
、
現
地
の
戦
跡
、

戦
争
博
物
館
な
ど
で
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
、
前
職
の
時
に
は
、

世
界
平
和
を
訴
え
よ
う
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ

イ
へ
と
、
毎
回
十
名
程
度
、

七
年
間
に
わ
た
り
現
地
へ
引

率
し
て
海
外
体
験
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
マ

ラ
ソ
ン
の
有
森
裕
子
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
カ
ン
ボ
ジ
ア
西
海

岸
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
州
に
あ

る
小
学
校
で
体
育
館
を
建
て

ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
少
し
遡
り
ま
す

が
、
当
時
の
厚
生
省
か
ら
声

が
か
か
り
、
多
く
の
国
民
を

虐
殺
し
た
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

が
崩
壊
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

て
い
る
私
た
ち
に
は
、
驚
き

の
一
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

現
在
続
く
戦
闘
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
驚
く
べ

き
こ
と
に
朝
鮮
戦
争
は
休
戦

中
で
す
。
私
の
記
憶
に
残
る

の
は
、
一
九
九
〇
年
の
湾
岸

戦
争
で
す
。
イ
ラ
ク
に
よ
る

ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
を
発
端
と

し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
撤
退

し
な
い
イ
ラ
ク
軍
に
対
し
て

国
際
連
合
の
強
制
措
置
と
し

て
多
国
籍
軍
が
イ
ラ
ク
軍
に

攻
撃
し
た
こ
と
で
勃
発
し
た

戦
争
で
す
。
一
九
九
一
年
一

月
一
七
日
か
ら
多
国
籍
軍
が

空
爆
を
開
始
し
、
地
上
戦
も

開
始
し
な
が
ら
約
一
ヶ
月
間

の
戦
闘
の
後
、
イ
ラ
ク
軍
の

敗
北
と
な
り
ま
し
た
。
湾
岸

戦
争
で
は
一
万
三
千
人
に
及

ぶ
一
般
市
民
の
犠
牲
が
あ
り

ま
し
た
。

　

私
が
二
十
代
前
半
か
ら
ア

メ
リ
カ
で
働
い
て
い
た
頃
、

そ
の
会
社
の
デ
ザ
イ
ン
室
長

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
フ
ァ

ン
ト
ム
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
従
軍
し
、
ソ
連
の
ミ
グ

戦
闘
機
と
も
戦
っ
た
そ
う
で

す
。「
戦
争
は
反
対
だ
っ
た

が
、
軍
の
命
令
に
従
っ
て
、

嫌
々
戦
地
に
行
っ
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
が
、
な

　

私
は
、
上
板
町
へ
と
婿
養

子
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
妻

の
祖
父
は
、
中
国
の
河
北
省

で
戦
死
し
て
い
ま
す
。
義
父

は
当
時
、
小
学
生
だ
っ
た
の

で
、
非
常
に
苦
労
し
て
大
き

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
妹
と

弟
の
面
倒
を
見
な
が
ら
農
作

業
を
行
い
、
大
変
苦
労
し
た

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
当

時
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
学
業
よ

り
田
畑
に
行
っ
て
い
る
方
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
妹
と

弟
に
勉
強
さ
せ
よ
う
と
、
自

分
は
生
計
を
立
て
る
た
め
に

頑
張
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
仕
事
で
中
国
を
六

回
訪
れ
、
そ
の
中
で
河
北
省

へ
も
参
り
ま
し
た
。
祖
父
の

戦
没
地
が
は
っ
き
り
し
て
い

れ
ば
、
違
っ
た
感
じ
方
を
出

来
た
に
違
い
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
か
ら
戦
争
の
悲
劇
に
つ

い
て
「
戦
争
は
二
度
と
し
て

は
な
ら
ぬ
、
後
世
に
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
視
点
か
ら
、
今
も
続
く
、

世
界
の
悲
劇
的
な
戦
争
に
目

を
向
け
て
、
お
話
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
終
了
後
か
ら
世

界
中
で
は
、
内
戦
を
含
め
る

と
百
二
十
一
も
の
戦
い
が
あ

り
、
乳
呑
み
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
罪
の
な
い
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
平
和
に
暮
ら
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
上
板
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
務
局
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
、
私
の
父
は

満
州
に
出
兵
し
ま
し
た
。
戦

後
、
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の

で
す
が
、
満
州
に
渡
る
直
前

に
呉
港
に
立
ち
寄
っ
た
時
、

上
官
か
ら
「
日
本
の
技
術
は

凄
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
戦

艦
大
和
に
乗
せ
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。
冥
途
の
土
産
に
と

上
官
が
思
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

九
死
に
一
生
を
得
て
、
父

は
満
州
か
ら
帰
っ
て
来
ら
れ

た
の
で
す
が
、
満
州
で
の
戦

争
の
出
来
事
は
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
語
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
戦
地
で
は
料
理
人
を

し
て
い
た
ら
し
く
、
前
線
の

少
し
手
前
で
い
た
の
で
す

が
、
最
後
は
鉄
砲
を
持
た
さ

れ
戦
場
に
行
き
、
敵
の
弾
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
当
た
り
「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
飛
ん
だ
が
無
事

だ
っ
た
」
と
だ
け
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
父
も
十
三

年
前
に
他
界
い
た
し
ま
し

た
。

ア
）
の
デ
ザ
イ
ン
室
に
入
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
帰
っ
て

き
て
、
鴨
島
に
あ
る
㈱
大
真

空
に
勤
め
ま
し
た
。
こ
の
会

社
は
水
晶
振
動
子
で
有
名

で
、
水
晶
を
一
四
〇
〇
気

圧
、
四
〇
〇
度
で
溶
か
し
て

製
作
し
ま
す
が
、
わ
ず
か
な

傷
が
一
つ
で
も
あ
っ
た
ら
爆

発
す
る
よ
う
な
精
密
な
も
の

で
す
。
逸
話
と
し
て
、
こ
の

水
晶
振
動
子
と
同
じ
技
術
を

使
っ
て
、
北
海
道
の
室
蘭
製

鉄
所
で
は
純
粋
な
無
垢
の
鉄

を
材
料
に
し
て
、
戦
艦
大
和

の
四
十
六
セ
ン
チ
砲
を
作
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
㈱
大
真
空
が

設
立
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

現
地
法
人
に
三
年
間
出
向
し

ま
し
た
。
当
時
は
第
二
代
ス

ハ
ル
ト
大
統
領
で
し
た
が
、

六
代
目
大
統
領
の
メ
ガ
ワ

テ
ィ
さ
ん
が
私
の
上
司
で
し

た
。

　

日
本
に
帰
っ
て
き
て
か

ら
、
勤
労
者
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
勤
務
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

も
、
戦
争
の
悲
劇
さ
を
伝
え

る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
出

　

青
年
部
の
正
木
祐
史

と
申
し
ま
す
。
私
は
那

賀
郡
那
賀
町
（
旧
上
那

賀
町
）
の
長
安
口
ダ
ム

か
ら
古
屋
谷
川
を
溯
っ

た
所
の
生
ま
れ
で
す
。

小
学
校
に
同
級
生
が
四

人
し
か
い
な
か
っ
た
山

奥
で
す
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
都
会
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
て
、
中
学

校
を
卒
業
す
る
と
徳
島

市
内
で
下
宿
し
な
が
ら

高
校
に
通
い
ま
し
た
。

上
那
賀
に
比
べ
る
と
徳

島
は
都
会
で
、
冗
談
の

よ
う
で
す
が
「
東
京
か

な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
更

に
遠
く
へ
と
い
う
こ
と

で
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
渡
り
ま
し
た
。

現
地
の
美
術
専
門
学
校

で
学
び
、
本
田
技
術
研

究
所
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

●
第
八
十
九
回
語
り
部
事
業　

令
和
五
年
十
二
月
九
日
（
土
）

　
「
戦
争
の
悲
劇
～
戦
争
で
再
び
不
幸
な
人
を
作
ら
な
い
た
め
に
～
」

板
野
郡
上
板
町　

徳
島
県
遺
族
会
青
年
部
副
部
長　

正
木　

祐
史 

氏
（
六
十
六
）

語り部事業講演要旨
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四
十
代
以
上
の
補
充
兵
、
奥

さ
ん
も
子
ど
も
も
い
る
と
い

う
人
達
で
す
。
最
高
年
齢
は

四
十
七
歳
で
、
エ
キ
ス
ト
ラ

と
し
て
こ
の
映
画
に
出
演
し

ま
し
た
。

　

旗
を
振
る
国
防
婦
人
団
、

尋
常
小
学
校
の
生
徒
た
ち
も

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演

し
、
カ
メ
ラ
六
～
七
台
を

使
っ
て
移
動
撮
影
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
皆
、
最
初
は

単
な
る
エ
キ
ス
ト
ラ
で
し
た

が
、
何
回
も
何
回
も
撮
映
を

繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、

兵
隊
も
、「
万
歳
、
万
歳
」

と
歓
呼
の
声
を
あ
げ
る
人
た

ち
も
、本
当
に
戦
場
に
行
く
、

ま
た
そ
れ
を
見
送
る
よ
う
な

気
持
ち
に
な
っ
て
、
こ
の
映

画
は
撮
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　

こ
の
映
画
に
は
後
日
談
が

あ
り
ま
す
。

　

撮
影
は
昭
和
十
九
年
九
月

で
し
た
が
、
映
画
に
出
て
い

た
千
人
の
兵
隊
た
ち
は
、
そ

の
一
ヶ
月
後
の
夜
、
同
じ
よ

う
に
博
多
駅
ま
で
行
進
し

て
、
本
当
に
出
征
し
て
行
き

ま
し
た
。
そ
の
時
は
歓
呼
の

声
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当

時
は
行
先
さ
え
告
げ
ら
れ

ず
、
出
征
し
た
部
隊
が
多

か
っ
た
。

見
え
る
焼
野
原
で
し
た
。

　

木
下
惠
介
監
督
が
昭
和

十
九
年
に
撮
っ
た
「
陸
軍
」

と
い
う
映
画
が
あ
り
ま
す
。

主
人
公
は
非
常
に
気
の
優
し

い
、
戦
争
に
向
か
な
い
よ
う

な
少
年
で
、
そ
の
子
が
戦
場

に
向
か
う
と
い
う
話
で
す
。

映
画
の
ラ
ス
ト
九
分
間
に
わ

た
っ
て
、
出
征
す
る
兵
士
た

ち
を
見
送
る
場
面
が
あ
り
ま

す
。
息
子
を
見
送
ら
な
い
と

言
っ
て
い
た
主
人
公
の
母

も
、
遂
に
み
ん
な
の
声
を
受

入
れ
て
見
送
り
に
行
き
、
行

軍
を
追
い
か
け
な
が
ら
息
子

の
無
事
を
祈
る
と
い
う
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
で
す
。
こ
う
し
て

映
画
が
終
わ
る
の
で
、当
時
、

木
下
作
品
「
陸
軍
」
は
「
軍

隊
に
と
っ
て
女
々
し
い
」
と

い
う
評
価
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
木
下
惠
介
は
あ
え
て
力

を
込
め
て
描
い
た
。

　

こ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、

空
襲
で
焼
け
る
前
の
福
岡
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
行
軍
す
る
千
人
ぐ
ら

い
の
中
隊
は
、
福
岡
、
佐

賀
、
長
崎
か
ら
集
め
ら
れ
た

闘
機
が
低
空
飛
行
で
迫
っ
て

き
た
の
で
、
民
家
の
中
に
逃

げ
込
ま
せ
て
も
ら
っ
た
事
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
く
ら

い
の
低
空
飛
行
で
し
た
。
す

で
に
日
本
上
空
の
制
空
権

は
、
米
軍
が
持
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
戦
争
が
終
わ
り
、

ま
た
同
じ
よ
う
に
自
転
車
の

カ
ゴ
に
乗
せ
ら
れ
て
、
徳

島
に
帰
っ
て
来
た
の
で
す

が
、
少
し
ず
つ
徳
島
に
近
づ

く
と
、
何
と
も
言
え
な
い
独

特
の
臭
い
が
し
て
く
る
の
で

す
。
蔵
本
の
練
兵
場
が
あ
る

付
近
（
現
在
の
徳
島
大
学
医

学
部
あ
た
り
）、
そ
の
辺
ぐ

ら
い
か
ら
何
と
も
言
え
な
い

臭
い
が
ず
っ
と
市
内
へ
と

漂
っ
て
い
る
。こ
の
匂
い
は
、

今
で
も
嗅
が
さ
れ
た
ら
分
か

る
は
ず
で
す
。「
こ
れ
だ
」

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
強

烈
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
の
街
全
体
が
真
っ
白

に
な
っ
て
い
て
、
何
か
蜃
気

楼
の
よ
う
に
霞
ん
で
い
る
。

市
内
の
ど
こ
か
ら
も
城
山
が

　

梅
津
龍
太
郎
で
す
。

　

私
は
、
戦
争
さ
な
か
昭

和
十
五
年
十
一
月
生
ま
れ

で
す
が
、
終
戦
時
は
ま
だ

四
歳
で
、
戦
争
の
恐
怖
自

体
は
あ
ま
り
覚
え
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
空
襲

の
鮮
明
な
記
憶
は
幾
つ
か

あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
私
た
ち
家
族
は

徳
島
市
内
の
富
田
橋
に
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
空
襲

も
激
し
く
な
っ
た
昭
和

二
十
年
に
は
鴨
島
に
疎
開

し
ま
し
た
。
鴨
島
に
行
く

た
め
、
父
は
自
転
車
の

荷
台
に
竹
籠
を
括
り
つ

け
、
私
は
そ
れ
に
乗
せ
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
私

は
そ
の
カ
ゴ
か
ら
首
を
出

し
て
、
風
景
を
見
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
石
井
ま
で

来
た
時
に
、
米
軍
の
グ
ラ

マ
ン
機
だ
と
思
わ
れ
る
戦

に
、
韓
国
の
国
営
テ
レ
ビ
と

一
緒
に
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

私
が
行
っ
た
の
は
、
自
衛

隊
が
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
作
業

を
行
っ
た
後
で
す
。
街
中
に

遺
骸
が
遺
さ
れ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
雷
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
道
路
か

ら
離
れ
て
は
い
け
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ポ
ル
・
ポ
ト
軍
は
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
が
終
わ
り
、
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
を
制
圧
し
ま
し

た
。
市
民
は
今
ま
で
の
政
権

が
終
わ
り
平
和
に
な
る
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
が
、「
個
人

で
物
を
持
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
、
全
員
が
農
民
と
な
り
生

活
し
、
貨
幣
は
無
し
、
反
対

す
る
人
は
虐
殺
を
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
ポ
ル
・
ポ
ト

政
権
下
、
大
変
な
数
の
虐
殺

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は「
手

が
白
い
と
仕
事
を
し
て
な
い

か
ら
、
家
族
十
二
名
全
員
処

刑
」、「
眼
鏡
を
か
け
て
い
る

と
字
が
読
め
る
ス
パ
イ
と
し

て
、
家
族
五
名
全
員
処
刑
」

な
ど
で
す
。
一
七
〇
万
人
が

処
刑
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡

の
そ
ば
に
は
、
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
博
物
館
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
博
物
館
を
は
じ

め
、
プ
ノ
ン
ペ
ン(

カ
ン
ボ

ジ
ア)

、
ホ
ー
チ
ミ
ン
（
ベ

ト
ナ
ム
）
な
ど
の
戦
争
博
物

館
へ
と
、七
年
間
に
わ
た
り
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
、
戦

争
反
対
を
訴
え
る
た
め
日
本

人
を
連
れ
て
い
き
ま
し
た
。

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
戦
争
博
物

館
で
は
、
当
時
使
わ
れ
て
い

た
戦
車
、
機
関
銃
な
ど
を
そ

の
ま
ま
置
い
て
あ
り
ま
す
。

虐
殺
さ
れ
た
人
の
写
真
も
そ

の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
物
の
頭
蓋
骨
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
地
図
を
表
現
し
た

も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
み
ん
な
人
間
の

骨
で
す
。

　

こ
う
や
っ
て
現
地
の
博
物

館
で
、
実
物
の
戦
争
記
録
に

触
れ
、
戦
争
が
も
た
ら
す
も

の
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、

平
和
し
か
知
ら
な
い
日
本
人

に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
き
た
つ
も
り

で
す
。
今
も
そ
の
方
た
ち
の

心
に
残
っ
て
い
て
、
現
在
も

終
わ
ら
な
い
戦
争
を
見
る

時
、
思
い
だ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
戦

争
を
起
こ
す
の
は
誰
か
の
意

思
が
働
く
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
世
界
全
て
の
指
導
者
た

ち
に
は
「
自
由
、
平
和
、
そ

し
て
人
権
尊
重
を
守
り
抜
く

指
導
者
」
と
な
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
第
九
十
一
回
語
り
部
事
業　

令
和
六
年
二
月
十
日
（
土
）

　
「
僕
の
戦
争
体
験
～
映
画
か
ら
み
る
戦
争
～
」

徳
島
市　

ラ
ジ
オ
キ
ャ
ス
タ
ー　

梅
津　

龍
太
郎 

氏
（
八
十
三
）

語り部事業講演要旨
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て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

同
じ
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
為
政
者

に
は
、
自
分
の
た
め
で
は
な

く
、
理
想
の
社
会
の
た
め
に

尽
く
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

そ
う
い
う
政
治
家
に
出
て
き

て
欲
し
い
と
願
う
。　

　

本
当
に
大
事
な
も
の
は
何

な
の
か
、
平
和
と
い
う
も
の

が
い
か
に
大
事
な
の
か
、
改

め
て
考
え
る
時
期
な
の
で

し
ょ
う
。

の
人
は
皆
さ
ん
共
感
し
た
。

「
戦
争
に
行
っ
て
生
き
て
帰

る
人
も
い
な
い
。
食
べ
物
も

な
い
。
本
当
に
悲
惨
な
毎
日

を
暮
ら
し
て
い
て
、
星
な
ん

か
見
る
余
裕
な
ん
か
な
か
っ

た
ん
だ
よ
」
と
黒
澤
さ
ん
は

こ
の
シ
ー
ン
を
撮
っ
た
の
で

す
。
戦
争
反
対
と
は
言
え
な

い
け
れ
ど
、
電
気
を
点
け
て

灯
り
の
中
で
暮
ら
せ
る
幸
せ

が
、
ど
れ
だ
け
本
当
に
大
切

か
身
に
染
み
て
分
か
っ
て
い

た
。

　

今
は
も
う
皆
そ
れ
を
忘
れ

い
」
と
感
じ
た
の
で
す
が
、

現
実
は
、
井
上
さ
ん
が
言
っ

た
通
り
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
う
状
況
が
非
常

に
怖
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
や
戦
場
を
体
験
し
た

方
、
空
襲
の
中
を
逃
れ
て

い
っ
た
人
た
ち
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
、
戦
争
の

現
実
を
分
か
ら
な
い
人
た
ち

ば
か
り
と
な
っ
て
来
て
い

る
。
近
現
代
の
戦
争
、
今
か

ら
八
十
年
前
の
あ
の
戦
争
に

つ
い
て
の
教
育
が
な
い
に
等

し
い
。
ど
う
し
て
日
本
が
あ

あ
ゆ
う
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う

状
況
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
い
な
い
。

　

木
下
惠
介
、
小
津
安
二

郎
、
黒
澤
明
、
山
本
薩
男
な

ど
戦
争
を
体
験
し
た
名
監
督

は
、
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ

ど
映
画
の
中
に
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
そ

う
い
う
こ
と
を
描
い
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
黒
澤
明
監
督
は

「
野
良
犬
」
と
い
う
映
画
の

中
で
、
星
空
を
描
い
た
。
そ

の
星
空
を
見
た
セ
リ
フ
は

「
あ
ぁ
、
二
十
年
も
、
こ
ん

な
に
ゆ
っ
く
り
と
空
を
見
た

こ
と
は
な
か
っ
た
ね
」
で
し

た
。
そ
れ
を
見
て
、
当
時

人
が
「
生
き
て
帰
っ
て
き
た

こ
と
に
負
い
目
が
あ
る
」
と

言
う
の
で
す
。
戦
友
た
ち
が

死
ん
で
い
っ
て
自
分
だ
け
が

生
き
て
い
る
。「
負
い
目
と

感
じ
る
必
要
は
な
い
」
と
私

は
思
い
ま
し
た
が
、
戦
争
の

こ
と
を
語
り
た
く
な
い
、
語

ら
な
い
人
が
非
常
に
多
か
っ

た
の
で
す
。
当
時
は
、
戦
争

の
こ
と
は
思
い
出
し
た
く
な

い
、
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
当
時
、
私
も
三
十

代
で
す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
大
変

だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
、
ま

だ
ピ
ン
と
き
て
な
か
っ
た
で

す
ね
。
戦
争
を
如
実
に
感
じ

る
の
は
今
で
す
。
今
、
現
実

が
不
穏
な
世
界
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん

の
「
寂
聴
塾
」
で
、
小
説
家

の
井
上
光
晴
さ
ん
を
招
い
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
井
上

さ
ん
は
、
そ
の
中
で
「
日
本

人
は
戦
争
の
こ
と
を
忘
れ

て
、
ま
た
ぞ
ろ
、
そ
う
い
う

こ
と
が
絶
対
に
起
こ
る
」
と

い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ

た
。
で
も
、
私
は
そ
れ
を
聞

い
た
時
に
「
日
本
人
は
も
う

戦
争
は
懲
り
懲
り
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
風
に
は
思
わ
な

こ
の
映
画
を
見
れ
ば
生
き
て

い
ま
す
。
生
き
て
行
進
し
て

い
る
。
兵
隊
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
、
や
り
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恋
を
し

た
い
と
い
う
男
の
人
も
い
た

ろ
う
し
、
絵
描
き
に
な
り
た

い
と
い
う
人
も
い
た
ろ
う

し
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
運

命
を
全
て
奪
い
取
っ
て
い

く
。
こ
れ
が
戦
争
で
す
。

　

ま
し
て
補
充
兵
で
す
か

ら
、
妻
子
が
い
る
。
家
族
の

安
否
だ
け
が
気
が
か
り
で
、

一
言
「
頼
む
よ
」
と
妻
に
告

げ
、
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、

「
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
か
ら
」

と
家
族
に
語
り
、
戦
場
へ
旅

立
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
五
十
二
年
に
ラ
ジ
オ

「
懐
メ
ロ
」
を
始
め
た
時
、

私
は
三
十
六
歳
で
し
た
。
そ

の
頃
か
ら
戦
争
体
験
者
の
取

材
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
五
十
八
年
か
ら
の
「
お
は

よ
う
と
く
し
ま
」
で
も
、
随

分
と
お
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
頃
、
復
員
し

た
兵
隊
さ
ん
は
ま
だ
五
十

代
、
六
十
代
で
、
ま
だ
現
役

で
元
気
に
い
た
の
で
す
。
そ

う
い
う
方
に
沢
山
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
方
た
ち
は
、
多
く
の

　

そ
の
後
、
部
隊
は
門
司
港

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン

島
に
渡
り
ま
し
た
。
ル
ソ
ン

島
で
の
劣
悪
な
衛
生
環
境
、

激
し
い
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ

て
、
大
半
の
兵
士
は
病
死
、

ま
た
爆
撃
や
銃
撃
に
よ
っ
て

戦
没
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
、
密
林
を
敗
走

し
て
飢
え
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
、
帰
還
で
き
た
人
は
千

人
の
う
ち
僅
か
だ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
没
者
記
念
館
に
は
遺
影

が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
映

画
「
陸
軍
」
に
映
っ
て
い
る

人
た
ち
も
遺
影
で
す
。
こ
の

人
た
ち
は
、
今
で
も
映
画
の

中
で
動
い
て
い
る
の
で
す
。

フ
ィ
ル
ム
の
中
で
行
進
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
二
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
「
八
千
人
の
エ
キ
ス
ト

ラ
」
と
い
う
番
組
を
作
り
ま

し
た
。
亡
く
な
っ
た
兵
士
の

親
族
た
ち
は
、
そ
の
姿
を
映

像
の
中
に
見
つ
け
る
た
め
に

何
回
も
何
回
も
映
画
を
見
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
番

組
の
制
作
当
時
は
、
ま
だ
お

母
さ
ん
た
ち
も
御
存
命
で
し

た
か
ら
、
息
子
た
ち
を
い
つ

ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
見
て

い
ま
し
た
。

　

写
真
は
動
き
ま
せ
ん
が
、

●第90回語り部事業　令和６年１月13日（土）

　特別上映会として、日本遺族会推薦の「沖縄戦を
描いた映画『島守の塔』の上映会」を行いました。
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令
和
六
年
一
月
十
九
日
、

厚
生
労
働
省
は
「
令
和
五
年

平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
（
総
務
省
発
表
）」
を
踏

ま
え
て
、
令
和
六
年
度
の
年

金
額
を
前
年
度
か
ら
二
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
と

発
表
し
た
。

　

そ
し
て
同
日
、
年
金
額
改

定
（
令
和
六
年
度
の
国
民
年

金
改
定
率
）
に
伴
い
、
総
務

省
は
令
和
六
年
度
の
恩
給
年

額
を
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
引

き
上
げ
る
こ
と
を
公
表
し

た
。

　

恩
給
年
額
の
引
き
上

げ
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
は
、

二
十
四
年
振
り
と
な
る
。

　

な
お
、
恩
給
年
額
は
、
毎

年
度
、
国
民
年
金
の
改
定
率

に
よ
り
改
定
さ
れ
て
い
る

が
、
国
民
年
金
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

恩
給
は
国
家
補
償
の
性
格
を

尊
重
す
る
主
旨
か
ら
引
き
下

げ
ら
れ
な
い
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

令
和
六
年
一
月
二
十
五
日
（
木
）、
コ
ロ
ナ

禍
を
抜
け
、
四
年
振
り
と
な
る
徳
島
市
遺
族
連

合
会
新
年
互
礼
会
を
徳
島
市
南
出
来
島
町
の
ホ

テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
館
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
議
室
に
お
い
て
、
仁
木
博
文
衆
議

院
議
員
、中
西
祐
介
参
議
院
議
員（
秘
書
代
理
）、

内
藤
佐
和
子
徳

島
市
長
、
須
見

矩
明
英
霊
に
こ

た
え
る
会
徳
島

市
支
部
長
を
来

賓
に
迎
え
、
記

念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
冒

頭
の
上
浦
喜
代

志
徳
島
市
遺
族

連
合
会
会
長
に

よ
る
式
辞
に
続

き
、
御
来
賓
か

ら
新
年
の
祝
辞

と
本
年
の
抱
負

を
御
挨
拶
と
し

て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
は
、
一
年
の
幕
開
け

に
ふ
さ
わ
し
く
終
始
和
や
か
に
進
み
、
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化
、
次

世
代
へ
の
継
承
な
ど
、
遺
族
会
を
取
り
巻
く
課

題
に
対
し
て
、
今
後
と
も
活
動
を
継
続
し
、
意

欲
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
気
持
ち
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

徳
島
市
遺
族
連
合
会
会
長　

上
浦　

喜
代
志

地 方 だ よ り地 方 だ よ り
︱
次
代
を
担
う
若
い
世
代
が
参
加
し
、

地
域
団
体
と
と
も
に
忠
魂
碑
を
清
掃
︱

　

令
和
五
年
十
一
月
十
九
日
、
阿
南
市
見
能
林
地
区

遺
族
会
は
、
御
英
霊
を
お
祀
り
す
る
忠
魂
碑
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
見
能
林
地
区
の
忠
魂
碑
は
、
山
の
頂
上
に

あ
り
ま
す
。
山
頂
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
と
て

も
長
く
急
な
階
段
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
会
員
さ
ん

も
高
齢
化
し
足
腰
の
痛
む
方
も
少
し
ず
つ
増
え
る

中
、「
忠
魂
碑
を
美
し
く
し
て
お
く
た
め
、
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
」
が
、
一
つ
の
問
題
点
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、地
元
の
「
石
仏
ク
ラ
ブ
」
の
方
々

が
、
地
域
の
取
組
み
と
し
て
、
私
た
ち
と
同
様
に
忠

魂
碑
の
清
掃
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
遺
族
会

も
一
緒
に
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

私
の
申
し
出
に
対
し
て
、
石
仏
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
は
、
す
ぐ
に
心
良
く
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
石
仏
ク
ラ
ブ
は
、
長
年
地
元
の
行
事
や
奉
仕
活

動
に
取
り
組

ん
で
い
る
の

で
、
参
加
人

数
も
十
五
名

か
ら
二
十
名

と
多
く
、
参

加
者
も
若
い

世
代
の
方
が

た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

清
掃
当
日

は
、
お
天
気

も
お
だ
や
か

で
、
暖
か
な

日
で
し
た
。

新
し
い
仲
間
と
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
心
新
た

な
気
持
ち
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遺
族
会
の
会
員
の
中
に
も
、
次
代
を

担
う
若
い
世
代
が
、
今
回
は
じ
め
て
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
参
加
後
に
は
「
今
ま
で
、
忠
魂

碑
の
場
所
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
に
加
わ
っ
て
き
れ
い
に
し
た
い
、
清
掃
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
強
く
思
っ
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
地
元
同
士
な
の
で
同
級
生
と
会
っ
た

り
、
知
人
と
会
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
い

ろ
い
ろ
と
話
を
す
る
う
ち
に
「
お
国
の
た
め
、

戦
死
さ
れ
た
御
霊
を
思
う
気
持
ち
は
、
誰
し
も

同
じ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
共
に
清
掃
が

で
き
た
こ
と
に
、
皆
さ
ん
感
謝
の
心
で
一
杯
と

な
り
ま
し
た
。

　

石
仏
ク
ラ
ブ
の
方
も
、
清
掃
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
で
人
々
と
の
関
わ
り
も
増
え
、
人
生

が
楽
し
め
る
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
見
能
林
地
区
遺
族
会
は
、
若
い

人
た
ち
に
声
掛
け
し
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

阿
南
市
見
能
林
地
区
遺
族
会
会
長

　

粟
飯
原　

富
子

阿
南
市
見
能
林
地
区
遺
族
会
の
活
動

徳
島
市
遺
族
連
合
会
　

　
令
和
六
年
新
年
互
礼
会
を
開
催

令和６年度令和６年度

恩給改定恩給改定
～２4年振りの～２4年振りの

引き上げへ～引き上げへ～
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記念撮影後、遺族会としてご参拝

宿泊

出発

追悼式参列、昼食はお弁当

（昼食）

１

２

TEL 03-3268-0117

　８月15日、日本武道館（東京都）において、天皇皇后両陛下ご臨席のもと、全国戦没者追悼式が
挙行されます。本会から追悼式に参列する御遺族を募集いたします。若い世代の御遺族の参列もお
待ちしております。（別に配布される募集チラシを参照下さい）

令和５年度 全 国 戦 没 者 追 悼 式（政府主催）令和６年度 全 国 戦 没 者 追 悼 式（政府主催）
令和６年８月14日㈬～15日㈭ （１泊２日）令和６年８月14日㈬～15日㈭ （１泊２日）

□募集人数：３５名程度
□旅行経費：お一人様　２４，０００円（ツイン利用）

旅行代金には、航空機・宿泊・食事（昼食２回・朝
食1回・夕食1回）が含まれ、玉串料・写真代等は別
途料金が必要です。

□参加資格：
　戦没者の妻・兄弟姉妹・子・孫・甥・姪など

※これまで御参加されたご遺族も申込み可能です。
□申込期限：
　令和６年６月１4日（金）まで
□申し込みは、郵送か FAX で下記まで：
　徳島県庁　保健福祉部　保健福祉政策課
　〒770-8570　徳島市万代町1-1　県庁２階
　TEL ０８８- ６２１- ２１７０
　FAX ０８８- ６２１- ２８３９

１
．
実
施
期
間

　

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
～

二
十
四
日
（
月
）︻
二
泊
三
日
︼

２
．
参
加
資
格
及
び
留
意
点

　

①
全
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

　

孫
・
曾
孫
な
ど
若
い
世
代
の
方
の
参
加
も
可

能
で
す
。

　

②
八
・
五
Ｋ
ｍ
の
道
程
を
行
進
で
き
る
心
身
と
も

に
健
康
な
方

３
．
参
加
費
用

　

五
万
円
程
度

（「
那
覇
空
港
ま
で
の

往
復
航
空
運
賃
」「
那

覇
空
港
か
ら
宿
泊
先

ま
で
の
往
復
交
通
費
」

は
、
各
自
で
手
配
・

負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。）

４
．
申
込
方
法

　

令
和
六
年
四
月
二
十
六
日
（
金
）
ま
で
に

県
遺
族
会
事
務
局
へ

☎
０
８
８-

６
３
６-

３
２
１
２

（
一
月
）

13
日　

青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

28
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議
（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

29
日　

日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

30
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議
（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

（
二
月
）

1
日
～
29
日　

第
16
回
特
別
企
画
展
（
戦
没
者
記
念
館
）

3
日
～
4
日　

日
本
遺
族
会
中
四
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
会
議

（
山
口
市
）

10
日　

正
副
会
長
会
議
（
護
国
神
社
）

10
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

（
三
月
）

2
日　

女
性
部
青
年
部
合
同
役
員
会
（
護
国
神
社
）

9
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

9
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

9
日　

記
念
館
運
営
企
画
委
員
会
（
護
国
神
社
）

24
日　

理
事
会
・
記
念
館
奉
賛
会
総
会
（
護
国
神
社
）

27
日
～
28
日　

春
の
靖
國
神
社
参
拝
旅
行
（
東
京
都
内
等
）

令
和
六
年
四
月
~
七
月
行
事
予
定

（
四
月
）

12
日　

市
町
村
事
務
局
長
会
議
（
護
国
神
社
）

23
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
央
本
部
総
会
等
（
東
京
）

29
日　

役
員
等
研
修
会
（
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

（
五
月
）

11
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

中
旬　

監
事
会
（
護
国
神
社
）

27
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

（
六
月
）

4
日　

理
事
会
・
記
念
館
奉
賛
会
総
会
（
護
国
神
社
）

19
日　

評
議
員
会
（
護
国
神
社
）

（
七
月
）

1
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
県
本
部
総
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

下
旬　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
（
東
京
）

27
日
～
第
17
回
特
別
企
画
展
（
戦
没
者
記
念
館
）

遺
族
会
の
動
き

令
和
六
年
一
月
~
三
月
実
施
行
事

　本会の会報は、年４回（１
月・４月・７月・10月）に発
行します。

会報の
次回発行は、
令和6年7月

です

本年度から申し込み先は、県庁（保健福祉政策課）に変更となっています。

沖
縄
県「
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」

参
加
者
募
集


